
〈小学校体育部会〉

研究 主題 ・副 題

基礎的 ・基本的な内容の確実な定着 を図る学習指導の在 り方に関す る研究
一個に応 じた多様な指導法の工夫一

研究 の概 要

体 育の指 導で は、基礎 的 ・基本 的な 内窓 の確 実 な定 着 を図 るため には、児 童 の運動 に対す る

技能 、学 び方 、態度 の学習 状 況を常 に把 握 し、授 業改 善 を行 うこ とが基 本 であ る。そ のた めに

は 、児童 が運動 の学 び方 を身 に付 け、自 らの工夫 で動 きや技 能の 高 ま りを 目指す こ とが で き る

よ うな多様 な指 導が展 開 され なけれ ばな らない。そ こで、3年 間を見通 した器 械 運動 の年 間計

画 を作成す る とと もに、 技能 につ いての指 導 と評価 に焦 点を 当て、 「自己評価 活 動」 を重視 し

た 学習指導 につ いて研 究 開発 を行 った。

1研 究 の 目 的

自己評価 活動 と 「め あて 学習」 にっ いて の研 究 を通 し、個 に応 じた多様 な指 導法 を具体化

す るこ とで 、体 育 にお け る基礎 的 ・基本 的 な内容 の確 実 な定着 を 図る学習指 導 の在 り方 を明

らかにす る。

皿 研 究 の 方 法

1基 礎 研究(先 行 ・文 献研究 等)の 視 点

(])「基礎 的 ・基本 的な 内容の確 実 な定着 を図 る学 習指導 」 と 「個 に応 じた多様 な指導 」の

関連(2)各 学年 にお ける技 の取扱 い及 び年 間計画(3)自 己評価活 動 と個 に応 じた指導

2実 践 研究 と しての 内容

基礎 研究 を基 に、(1)器 械 運動 にお け る 「跳 び箱運動 」の技 の取 り上 げ方 を明確 に した指 導

計画(2)技 能 の構 造 と技能 の課題 を明 らか に した 「めあて学 習」 と 自己評価 活動や 多様 な指

導 法、以 上の2点 を具体化 し、 実践 を通 して研究 の検証 を行 った。

「マ イス ター ト ・マ イ翻 一ル 」 の考 え力
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皿 研 究 の 内 容

1単 元計画(5年 跳 び箱運動)

個に応 じた多様 な指導を展開するための 「単元計画」の基本的な構成 と内容は、基礎研究 ・実践

研究をふまえ次の とお りとなる。

笙 ユ 壁重EEIEIillecewEIEIss箪2』 壷

① 学 習 の 進 め 方 を知 る。 学 習 の 見 通 しを も つ 。

Oマ イ ス タ ・一一ト、 マ イ ゴー ル の 学 習

学 ・器 械 、器 具 、 用 具 の 安 全 な 使 い 方

翼 轄 カー噸 料の使い方
程 ②運動の構造 とその方法 相互評価の仕方を知る・

Olで きる」とは踏み切 り、着手、着地の3点 がそろ

ってできること。

実 ③開脚跳び・かかえ込み跳びを試 し・自分のカを知る・

態'マ イヌターAノ

襲 伽 脚 帰 手・着趨 点を相互評価する・
(O自 己診 断 カ ー・一ドに 記録 す る。

豊 ④学翫 振 り返る.

謡 。 ・つ厳 をど・までできるようにするOf7d',r一
力 〃 を設定する。

轟 ・マ イ ス ター トとマイ ゴー ・レを一 購 ・翫
へ ・「大 切 に した い こ と」 は 一 人 一 人 異 な っ て よい こ

塁 と蜘 り汰 切にしたい・とを撒 し合 う.

…ゑ.,

評
価
の
具
体
例

①本時のめあてを知る。

②台上前転を試し、自分のカを知 る。

IVイXタ ーAl

O技 の 目標を考える。rマ イゴー〃

③首はね跳びの運動の仕方を知る。

tマ4X夕 一N

O技 のポイ ントを知 り、首はね跳びの最終局面

を体験 した後、めあてを設定する。

'マ イゴー〃

④学習計画を立てる。

<技 能>0今 もっている力で開脚跳び ・かかえ込み

跳び ・台上前転等を行 うことができる。

〈態度 〉 第1時 の重 点

O今 もっているカを進んで知ろうとしている。

騰鰍騰

・友達と言葉をかけ合いながら、学習を進めよ うとしている。

・跳び箱や踏み切 り板等を安全に使おうとした り、運動の約束を守ろうとした りしている。

〈学 び方 〉 第2時 の 重 点

0で きる技やその段階がわか り、単元の目標や学習の見通しをもっている。

・学習カー ドや資料の活用の仕方を理解 している。

自
分
を
観
察
す
る

φ
【めあてを把握 ・設定する】

【学習計画を立てる】

【学習成果を明確にする】

・マ イ ス ター ト
、 マイ ゴー ル を 設定 す る資料(今 も って い る 力等)を 集

め る。

・自分 に適 した め あ て を設 定 す る
。

・単 元 を通 した 学 習 の 道 筋 が わ か り、学 習 の 進 め方 の計 画 を 立 て る。

・技 の で き ば え を 互 い に 見 合 う
。

・学 習成 果 の 捉 え方 の 精 度 を確 か め る
。
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3・4-5・6時 取 り 紐 讐 段 階

① め あ て1〈 今 も って い る 力 で 、 よLよ い 〈 の 完 に 向 か って+動 す る 。 〉

O記 録の伸びを技の完成の目安 とする,,

・着地位置の記録:安 全に遠 くへ跳ぶ.

・踏み切りの位置の記録:遠 くか ら踏み切 る。

　

ノ 学 習 した こ'と で 自己 の

・できばえアップ;で きる技の完成をめざし、繰 り返 し運動 し、技の高 まりを味わう。

②友達の技を見合い、技のポイン トを確認する。

③めあて2〈 もう少しでできそうな技や段階に挑戦する。〉

〇 四つ の 技 か ら、 め あ て2の 技 を1つ を選 択 す る。

(開脚 跳 び ・か か え込 み 跳 び 、 台 上 前転 ・首 は ね 跳 び)

一{1鰻 翁臨 霜

生活に生か

せることは

ないか.

④本時の学習を振 り返る。

0友 達の技を見て、ポイン トや1こ つ」を確かめる。

O本 時のできばえを確認 し、次時のめあてを立てるu

・取 り組み方 ・めあての達成への道す じ

・見付けた 「こっ」

〈技能〉 第5・6時 の重点

Oで きる技に取 り組み、安定した動作で支持跳び越 しができる。

・今できる技を、よりよい技に高めたり、完成 させた りすることがきる。

・達成可能な技に取 り組み、その技ができる。

<態 度>

0め あてに向かって進んで取 り組もうとしている。

・友達 と認め合い、教え合って学習 しようとしている。

・互いに試技の前後に合図をした り、器械 ・器具の使い方や運動の仕

方に注意したりしながら、安全に気を付けて学習 しようとしている。

齢 二に翻 灘_.㌔ 蕊
・適切な場や方法で運動に取 り組み、できばえを確かめている。

・相互評価や学習資料を有効に活用 しながら、めあての解決に取 り組んでいる。

慧

【めあて達成の道筋を振 り返る】

【自己を観察する】

【めあてを把握する】

【学習成果を把握する】

【技のよさを把握する】

【学習内容を修正する】

・自分に合っためあて達成の方法を選ぶ。

・自分の運動の仕方や学び方 を確かめる。

・評価規準に基づいて互いに評価 し合 う。

・学習によって得た成果や課題を明確にす る.
・自分の技のよさを知 り、必要な友達にも伝えられ るようにする。

・めあての達成状況を客観的に把握 し、必要に応 じて修正 し、その

内容を明確にする。

【今後の生活に生かすことを探る】・自己評価の価値を記 したり、学んだことを基に生 き方にかかわ

るまとめ方をした りす る。

単
元
の
学
び
を
振
り
返
る
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2個 に応 じた 多様 な 指導法

(1)確 か な学力

これ か らの体 育の授 業で は、基礎 的 ・基本 的 な内容 を明確 に し、児 童一 人一人 が適切

な課題 を明 らか に した 「めあて学習 」 を行 うこ とに よって、確 実 に技能 を習 得す る と と

もに運動 に対す る関心 ・意 欲 ・態度 を高 め 、運 動 に親 しむ 資質や 能 力 を育 てな けれ ば な

らな い。 したが っ て、確 かな 学力 を身 にっ け るた めに は、 「な るほ ど」、 「そ うか」、 「わ

か った」 とい う認識 や感 動 を大切 に し、 「で きる」 喜び を 味 わわせ 、 学習意 欲 を高 め る

個 に応 じた授業 の展 開 が求 め られ る。 ま た、教 師や友 達 との豊 か なか かわ りの 中で 自己

の高 ま りが評価 で き、 自信 を持 っ こ とで さらに 自己肯定感 が芽 生 え、 自己実現 へ とっ な

がって い く教師 の支援 が必 要で あ る.

(2)「 基礎 的 ・基 本的 な 内容 の確 実 な定 着」 と 「個 に応 じた多様 な指 導」 の 関連

〈基礎的 ・基本的な内容の定着〉

すべての児童に身に付 けさせ るべ き内容

(学習指導要領解説書体育編)

○ 目標に準拠 した評価

学 習 内容 を明確 にす る と ともに 、指 導

計 画 の検 討 を 図 りなが ら、 目標 を設 定 す

る・ 膿 議

〈個 に応 じた 多様 な指導 〉

子 どもの学習 の準備 状況 や実態 へ の対 応

(一 人一 人 の思 いや願 い にそ った 目標)

0形 成 的 な評価

能力 、適 性 、興 味 、関 心等 の学 習状 況 を

把 握 し、児 童 と教 師 が 対話 を通 し、 ともに

目標 を検 討す る。

・ ・ 甚,な 卿 _E!=, 一 古
口t

・響 ・

個 を伸ばす(マ イス ター ト ・マ イ ゴール)学 習 二個人 の思 いや願 い を重視 した授 業の展 開

今 もっ てい るカ を知 り、それ を基 に 自分 の 目標 を設 定 し、達成 に 向けて学習 を進 めて い

くこ とで ある。 学 習 のま とめで は、 技能 の伸 びや 努力 の状 況 を資料や 学習 カー ドを見 な が

ら総括 的 に振 り返 り、達 成感 を味 わわせ る こ とが大切 で ある。これ は 自己肯定感 とな って、

全 教科 、領 域 、生活 に至 るまで全 て の学習、活 動 にお ける意欲 にっ なが る。
一 一 一 一一 一 一 一 一 ・一一 糠 覇 轟 脚 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一

1自 己 評 価 活 動 の 充 実1

(3)各 学年 にお け る技 の取 り扱 い及 び年 間計画 につい て

基礎 的 ・基 本的 な内容 を確 実 に定着 させ る とともに、個 の よ さや 可 能性 を最大 限 に伸

ばす指 導 を展 開す るた めに、各技 の 「おおむ ね満足 で き る」 状況や 技 の系統性 、3年 問

を見通 した指 導 計画(学 習 の連 続性)、 児童 の発達 段 階 に応 じた運 動感 覚づ く りや 学び

方等 につ いて、 明 らか にす る必 要 があ る。

ア 取 り扱 う技 の系統 性

重 点 技 発 展 的 に 扱 う 技

4年 生 開脚跳び 台上前転 かかえ込み跳び 足を伸 ば した台上前転

5年 生 かかえ込み跳び 台上前転 首はね跳び

6年 生 首はね跳び 頭はね跳び 選択技
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イ3年 間を見通 した器械運動の授業時数例

鉄棒運動 マ ツ ト運 動 跳び箱運動 年間時数

4年 生 6時 間 5時 間 5時 問 1611寺 間

5年 生 4時 間 5時 間 6時 間 ユ5時 間

6年 生 オ リエ ンテ ー シ ョ ン1時 間 15時 間

・・姻12・ 欄12時 問

種 目選択8時 間

ウ 跳 び箱運 動 に必要 な基礎 とな る動 き、連 動感 覚 を身 につ けるた めの下記 の運動 を毎 時

取 り入れ る.

「5種 国走」:1片足跳姻→璽]→[亜]→[う さぎ跳鯛→匝画

(4)自 己評 価活 動 と個 に応 じた 指導

ア 白己評 価活 動 の充実 と自己評価能 力 の育成

自 己評価 活動 とは、 常 に 自己の学 習状 況 を見っ め、学 習 の方 向を確認 しな が ら、 「め

あて学 習」(「 めあ て の設 定→ 取 り組 むr振 り返 る」 とい う学習 σ)サイ クル〉 を進 め る

た めの活 動 の 「核 」 とな る もので あ る。 す なわ ち主体的 な 「め あて学習 」 をす す め るた

めに 「今 もって い るカ」 を よ り客観 的 に把 握す る とと もに、 自己の思いや 願 い を基 に適

切 な課題 を設 定 し、 自己の活 動 を振 りなが ら学 習 を進 め る 白己評価 活動 が大切 で ある。

そ して、 この よ うな活動 を繰 り返 し行 うことに よって高 め られ る 自己評価 能力 を育成 す

る ことは 、 「生 き る力 」 その ものの育成 にもつ なが る。

イ 自己評価 活動 を充 実 させ るた めの多様 な指 導法

(ア)単 元 が開始 され る前 に 自分 の学 習状況 を把握 で きる よ うにす る。

O「 技」及 び 「学び方 」 の 自己診 断カー ドの作 成:

学 習 を技能 の習得状 況や 学 び方、 安全 な どにっ い て振 り返 る ことで、今 の 自分

の力 を把握 させ る と ともに 、学 習へ の意欲 を持 たせ る。

(イ)取 組 を振 り返 り、め あて を決定(修 正)す る。

○ 「対話 」:

学 習カー ドを基 に児童 と対 話 し、児童 自身 が学 習 の計画 を確 認 した り、修 正 し

た りでき るよ うにす る。

O「 技能 の構造 図」:

技 の ポイ ン トが書 き込 める構 造 図。 「おおむ ね満 足 で き る状 況」 に近付 くた め

の運 動、 「十分満 足 でき る状 況」 の運 動 を提 示 した もの。

○ 「学習カ ー ド」:

「めあ て」、 「練 習方 法 と場」、 「で きば え」、 「振 り返 り」 の記 述 が でき、 主体

的 な学 習 を促 し、学 習 を振 り返 る ときに今 まで の努力 が実感 で きる もの。言葉 や

文 字 を使 って技 のこっ を伝 え られ るよ うにす る。

(ウ)

○

○

「め あ て 」 に 取 り組 む

「個 に応 じた 練 習 の 場 」、 「資 料 」、 「絵 図」 等 の 工 夫

「言葉 か け」:努 力 、 」二達 の 状 況 を具 体 的 に 賞 賛 す る。

っ まず き に対 して 的 確 に指 示 す る。
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○ 「相互評価 の充実 のた めの グル ー ピン グ」:3人 で教え合い、

一[る段 階 …生活班 過去の自分、未来

高 め る網_(め あ て 、賜 別 グ,._プ の自分を見よう・

(め あて2)能 力 の異 な る3人 で グル ー プ を作 るth

(エ)自 己評 価能 力 を高 める 「気付 き」 を大切 に し、 「技 の こっ 」 を伝 え合 う学習

新 しい技 に出会 った り、技 に取 り組ん だ りして い る過 程で児 童 は、教 え合 った り、

資料 を活 用 した りしな が ら、他 の技 との違 いや 共通 点 、技 の ポイ ン ト等 につ いて 、

気 付 い てい き、技 を習得 して い く。新 しい技 に出会 い 、そ の技 を習 得す る まで には

次の よ うな学 習 の段 階が 見 られ る。

lA技 と出会 う1一 技 のポ イ ン トを 明確 にす る 一

→ 活 動 の見通 しを もっ(学 習 の 計画 を立て 、課題 を もっ)一

一→ 巨 活 動 を工夫 す る1一 陀 技 を成功 させ る1-IF技 を完成 させ る[

特 に技 を 習 得 した 段 階 で は 、 「な ぜ で き る よ うに な っ た の か 」、 「成 功 す る た め に

注 意 して い る こ と」 な ど、 そ の 技 の 「こ つ 」 を そ の 児 童 の 言 葉 や 動 作 で 表 現 させ 、

伝 え合 う こ とが 教 え 合 い や 自 己評 価 活 動 を 充 実 させ る た め に は 重 要 で あ る。 そ の た

め に 、学 習 カ ー ド等 に は 、 各 技 の 「こ つ 」 を 自分 な りの 言 葉 で 記 入 で き る よ うに し、

そ れ を 学 級 全 体 で 学 び合 え る よ うに 掲 示 した。

※ 本章では 「技のポイ ン ト」 を 「一般的な言葉で示 され た技の行い方 」とし、 「こっ」 とは、児童が

技を成功 させ るための留意点 をその児童な りの言葉や動作 で表 したもの として使い分 けを行 う。

(5)自 己評 価 能 力 を 育 む 自己評 価 活 動(※ 表1)

自 己 評 価 活 動

自己の学=習状況 を把握す る 学習 課題 と活動 を選 択 ・修 正 ・決定す る

め (a)既 習 の 経 験 を 振 り返 る。 ① 既 習 の経 験 と学習課題(毎 時 の めあて 、

あ 単元 を通 して のめ あて)を 関連 させ る。

て (b)今 の 自分 の力 を客観 的 に把

め の 握 す る。 ② 単元 を通 して のめ あてを設 定す る。

あ 設

て 定 ③ 毎時 のめ あて を適 切 に設 定す る。

学 (c)客 観 的 に 自分 を 見 っ め 、 学 ④ め あて を解 決す るた め の見 通 しを もつ.

習 取 脅状況 を把握す る。

の り (d)友 達や 教 師か らの評価 を参 ⑤友 達や教 師 か らの評価 を取 り入 れ る。

サ 組 考 に す る。 ⑥学習資料や視聴覚機器 を活用 し、めあて

イ む (e)新 た な め あ て を把 握 す る。 達成 に必 要 な情報 を取 り入 れ る。

ク ⑦ 学 習 を見 直 し、めあ てを修 正 ・変 更す る。

ル ⑧ めあて の達成 に向 けて取 り組 む。

振 (D学 習 の成 果 を振 り返 る。 ⑨ 資料や 視聴 覚機器 等 を活用 し、 自分 の よ

り さや 高 ま り を把 握 し、 伸 ば し、 広 げ る。

返 (9)自 分 の よ さ を把 握 す る 。 ⑩ 運動 を通 して学 んだ ことを 自己の生 き る

る カ に組 み入れ るな ど成長 に役 立 て る。
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(6)一 単位 時 間 の 学 習 の 様 子(自 己 評 価 活 動 を 中心 に:5年 跳 び 箱 運 動4/6時)

主な学習活 動

め あて1

今 も って い る カ

で 、 よ りよ い技

の尭 成 に 向 か っ

て蓮動す る。

O記 録(着 地 位

置、踏み 切りの

位 置)の 伸 びを

技 の 完 成 の 目

安 とす る。

0技 の質 を 向上

させ る。

友 達 の 技 を見 合

い 、技 の ポ イ ン

トを確認 す る。

友 達 の 取 組 か

ら,自 分 の取 り組

む技 を考 え る。

めあて2

も う少 しで で き

そ うな 技 や段 階

に挑戦す る。

〇 四 っ の技 か ら、

め あ て の 技1

っ を選 択 し、取

り組 む,,

・開脚 跳 び

・か か え込 み 跳 び

・台 上前 転

・首 はね 跳 び

ふ りかえ り

で きば え を確 か

め 、 次 時 の め あ

てを立て る。

・ 学 習 カ ー ドへ

の記入

具 体 的 な 自 己評 価 活 動(の ～ ㊦〉

O開 脚 跳 び で腰 を高 く上 げ、 膝 も きれ い に伸 ば

した いAん

の腰 は上 が って い るか な。膝 は伸 び てい るか な。

(c)

④友 達や先 生か らの評価 も参考 に しよ う。(d)⑤

⑰ ビデ オ にも撮 って 見てみ よ う。④ ⑥

㊤腰 は上 が ってい るけ ど、膝 は伸び てい ない。(c)

㊧ どこに気 をっけた らいい のだ ろ う。④

㊧足先 に力 を入 れて み よ う。⑦

㊧足先 まで伸 びた感 じがす る。 こつ がつ か めた.

(c)

②回転 の途 中は足 を伸 ば したま まだ。台上前 転 の

発展 と似 てい るな.① ⑥

⑰跳ね の タイ ミング も重要 だぞ。(e)④

㊥膝 を伸 ば した台上 前転 はでき るか ら、めあて通

りス テー ジか らの跳 ねお きで大丈夫 。(a)(b)④

O首 は ね 跳 び が め あ てのBさ ん 。

⑰ うま く跳 ね るこ とが で きないな。(c)

⑫友達 に も見 ても らお う。(d)⑤

⑱三 回続 けて もで き な いか ら活 動 を見 直す 必 要

があ りそ うだ。⑦

⑫足 の投 げ出 しが無 い と言 われ たか ら、段 差マ ッ

トで ゆ りか ごか らの ネ ッ クス プ リン グに活 動

を変更 しよ う。(e)⑤ ⑦

② でき る友達や 先生 に こっ を聞い てみ よ う(d)⑤

㊧ うま く跳ね られた。 も う一回や ろ うn(c)⑧

の こっがっか めて きた。(c)

②で きば えを友 達 に も判定 して も らお う。 ビデオ

にも撮 って 、見てみ よ う。(の ⑤⑥

めあて1で は、か か え込み跳 び の着 地が安 定 し

た。得 意な技 の一つ にな った。 ①(9)

㊦Aさ ん の技 もよ く見て 、い いア ドバ イス がで き

た。これか らも進 んで教 えてあげ よう。(t)⑨⑩

の跳 ねの こっは 「爪先 を見 なが ら、バ ンザイ と同

時に一気 に足 を投 げ 出す。」とカー ドに書 こ う。

①

㊨ 同 じめ あて に しよ う。 首 はね跳 び もで きそ う

だ。③ ④

学習状況に応 じた
多様 な指導

・技 の 評 価 規 準 の

明確 化 ⑦
・見 合 うポ イ ン ト

の 指 導 ⑳

・で き ば え の 評 価

⑳
・学 習資 料 、VT

R等 の活 用 を促

す言 葉か け⑰⑳
・ 「こっ 」 に 気 付

き 、意 識 す る言

葉 か け。 ⑳⑳齢

・技 の 選択 や 達成

状 況 に応 じた情

報 の提 供⑦ ⑦㊥
・ポイ ン トや 「こ

つ 」 に気 付 く言

葉 か け。 ② ⑦
・踏 み切 り、着 手、

着地 のお さえ⑦

・相 互 評 価 や 教 え

合 いの指導

o⑫ ⑦⑦

・学習 資 料 、VT

R等 の活 用 を促

す言葉 か け

⑰㊧⑫ ②

・課題 の指摘 ㊧⑫

・め あ て を見 直す

言 葉か け⑭⑫

・質問へ の回答 ⑦

・「こ つ 」 を意 識

し言 語化 を助 け

る言葉 かけ㊧の

・伸 び た 点 を確 か

め 、 よ さを 賞 賛

し学 習 を価 値 づ

ける言葉 か け

⑦㊦⑦

・児 童 との 対 話

㊦㊦

※ ○数字 は、衣 上の 「自己の学 習状 況 を把握 す る」 自己評価活動

※()ア ル フ ァベ ッ トは、表⊥ の 「学習課題 と活動 を選択 ・修 正 ・決定す る」 自己評価 活動
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3各 技能段階の児童の意識と多様な指導 ※ 補 は技の段階と自己評価活動 ●は指導例

蕪曲
き」が始蜜

一 慧
技の判別がで きる。

「開脚 跳び とは足

の形が違 うな。」

●視党に訴える資料

「ふ 一 ん 『か か え込

み 跳 び』 か 。 難 し

そ うだな.」

■3年 間を見通した

枝の重点化

●技の示範

5年 跳び箱運動

「か か え込み 跳 び」

を例 に して

技のポイン トを明確にする

印他の技 血比較す る。

・過去の運動縫験に購らし合

・類似の遺 動を導入する脅

楽興味 ・関心が寓蜜為。 」
や り方 が分 か る ・で きそ う

な気がする。

「丁を突 き放 し、素早 く足

をか かえ込む んだ な。

前にや った うさぎ跳び乗

り ・跳び ドリに似 て い る

ぞ。 できそ うだ。 や って

み よう。」

●煮欲を高助る盲葉かけ

運動のくCIniえ し

り方 は分 か る ・で きそ う 野

気が しない。

「手 を突 き放 し、 素 早 く足 を

かか え込む ん だな。」

「似 た 動 き を した こ とは あ る

か な。」

「で きそ うにない な,,」

●掠につ谷がる類侭の遅動の

提示

●五種目走

や り方が分 からない ・で きそ

うな気が しない。

「や り方が分か らないな。 あ

んな運動 した ことない し、

できっこない一

●枝のポイント資料

●技のポイント指導

C活 動の見通 しをもつ

吟 の自分のカめ1撫摺

蟹 イスター ト)
・類似 の運動 の膿熟 によ り櫨

動鯉叢覚慣 く郁i慶ぞ董う。
・肇 密為よ うにす るための活

動(囎 寺画 をたてる,
・攣 発終 ア時 の課題 くマイゴ

躍 設騨 葉

課題の設定や学習計画が立て

られる。

「め あて は 手 の突 き放 しだ。」

「うさ ぎ跳 び は 白信 が あ る。

うさ ぎ跳 び 乗 りで 、乗 る位

置 を前 に してい こ う。」

「跳 び 箱 は横 向 き に して 、着

地の位 置 を遠 くしよ う。」

●課題や計画に対する教師こ

a対 話

課題の設定が難 しい。

「自分の課題 は何だ ろう。」

「どんな活動を した らいい んだ

ろう。」

●自己診断カード

●練習方怯を示した資料

●学習を見通せる学習珈一ド

●教師②助官

一78



嚇

D譜 勤を工夫する

習状況の摺
・め 鵡ての見直 し、修並

費 う。

情報 を収策する。
・資料 を活用す る。

他者評価を滴用す る.

輝 解 欲が購
隔:♂峨一

噂

握 披 の成功(馨 だ技に

題がある段階 〉

掌習成果の絶握"

ぜ こつ』管つかむ。

・『こか」 を雷葉でi蔑す

"t伝える
。

・新たな課題を把樫ず悉

`解 決 の方法 を職 え 尋

張 さ らなる意欲 、運翻

の敏求が窩まる、一
叫

F按 の完成(技 に謙題

ない段階)

噺たな諜題の設定1
。rこつ」畿伝えられる

・自命⑳よさを把櫨する

・運勲を通 して掌ん慢隔

智自己の向よや購畏1

立でるぜ

楽艶農技への欲求が生じ

嵐

応 つでも跳べる。 、

>1易 しい場ならできる1 「最初 の踏 み切 りを遠 く

して勢 い をっ けれ ば い

いんだ。」

「手 はポン と跳ね返 す よ

うに。」

「OO君 み たい にでき る

ともっ といいな。 どこ

を直せばいいんだ。」

● 「cつ 」を価 値づけ る

官葉血1け

■次 の課 題に気付 力亀せ る

助官

kノ

運動のく開かえし

噸 助してもらえばでき輩 ノ

ll
ζああての修正ができる。 へ

「技の構造図 とどこが違 う

のか友達に見て もらお

う。」

「手の着 く位置を前に…。」

「まず は、段差跳び箱で試

してみ よう。」

「先生にも聞きに行こ う。」

●他者評価⑦活用

●教師の補助、助官

●視聴覚機器の活用

＼鯉 鵬 備 細 解瀬 捗

春
厩 べる回数が増える.、

「こっがっか めてきた。」

「3回 続 けて できた。 も

っと跳びたいな。」

●練習回数の確保

● 「2つ 」を意 識さ せる

官勅 叶 「
㌔ 、

亨
くああての修正が難 しい。 「＼

「一生懸命練 習 しているの

に どうして も手が くっつ

いたままになって しま

う。」

「どこをどう直した らいい

んだろ う。」

●易しく'Z襲きる場の提示

●教え台いの工宍

●ヴ'レーピングの工夫

㌧9自倍な『5たせる官葉か1シ

だ

1「できる ・わかる」の積み璽

＼諮 猟 できる.や
「や った!初 めて で きた。

で もま ぐれ か な。」

「も う一度や ってみ よ う。」

●賞 賛

● 「こ つ 」に 気 付n1せ る

官葉 か叶

㌔㌧ ノ

ノ

いつ で も安定 した跳 び越 し

方 がで き る。

「とう とう完 成 した。」

「どこが 私 の こつ だ った ん

だ ろ う。 技 カ ー ドに 書 い

てお こ う。」

「発 展 技 に も挑 戦 した い

な。」

●賞賛

●新た馨挑戦課題の提示

●発展技の資料の提示

安定 して跳 べる回 数が増

える。

「いい感 じで跳べるぞ。」

「友達 に判定 してもらお う。」

●練習の質を確保

●相互評価

● 「こつ 」を意識させる宮

葉nlft

初めて感 じよく跳べる。
「なんだか今のは感 じが違

うそ。」
「助 走 ・踏 み切 り ・着手 ・

着 地 としっか り意識 して

みよう。」

●賞賢

●ポイ ントに気付 かせる官

葉か叶
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IV研 究 の 成 果 と 課 題

1研 究の 成果

(1)跳 び箱 運動 の技 の取 りLげ 方 と技能 の構造 や技 能 の課題 を明 らか に した こ とにっいて

ア3年 間を見通 した跳 び箱 運動 の指導 の在 り方や 、各 学年 にお け る技 の取 り扱 い方 等 を

明確 に した ことで 、児 童 の学習状 況 に応 じた指導や よ り計画 的な指 導 を展 開す る ことが

で きた。

イ 技能 の段 階を、発 展 的 な内容 ・補充的 な 内容 も含 めて児童 にわ か りや す く示す ととも

に、児童 の学 習状 況 を的確 に把握 し、具 体的 な指 導の手 立て を工夫 す る こ とで、児 童一

人 一一人 の技 の質 を 高 めた り、新 しい技 がで き る よ うにな る指 導 を行 うこ とがで きた。

(2)自 己評価 活動 と 「め あて学習」 につい て

ア ・人一 人 の児 童 が今 の 自分 のカ を把握 し、 単元 を通 して身 に付 けたい 目標 を設定す る

こ とによ り、 毎時 間 の高ま りや 達成感 を 味わ うと ともに、単元 を通 した 自分 の伸び を実

感す るこ とが できた.

イ 跳 び箱 運動 の技 の習得 につ いて 、指 導 計画 の 中に 自己評価 活 動の在 り方 を 具体 的 に位

置 付け た。 この こ とに よ り、児童 は、適 切 な 「めあて の学 習 」が行 え る よ うにな る と

ともに、教 師は 、児 竜の学 習の状況 に応 じた多様 な指 導が 展開 で きた。

また、本年 度 は、 自己評価 活動 の重 要性や 自己評価能 力 の育成 の過程 や そ の主た る要

素に ついて 明 らかにす るこ とがで きた。

以上の ことか ら、3年 間を見 通 した技 能 の課題 を 明 らか に し、 自己評価 活動 を重視 しな が

ら学習を展 開す る こ とは 、児 童 の学び方 や 学習意欲 を高 める とと もに、個 に応 じた多様 な指

導 が展 開で き、基礎 的 ・基本 的な 内容 の定着 を図 る ことにつ なが る こ とが わか った。

(例1第5時 の振 り返 り 「で きるよ うにな った とこ ろ、 気 を付 けた い と ころ」)

※ 実証 授業 か ら

【首 はね 跳び】

めあ ては 「強 く踏み切 り、腰

を上 げ る」 で した 。 うま くで き

な いので 、台 上前転 をや り終わ

つた姿 勢か ら背中 を反 る練 習 を

しま した。

教 師の 評価 と指 導

踏み切 りに意識 が行 き過 ぎ、

うま く背 中を反 る こ とがで きな

か った。友 達 と、学 習資 料 を も

とに活 動 を修IEす る ことを促 し

た。

2今 後の課 題

本研 究 を基 に、体 育の授 業改善 を 目指 し、以 下 の点 を今 後 の課題 とす る。

(1)跳 び箱 運動 以 外 の運 動 にお い て 、 「技 能 」 の高 ま りと 「学 び方 」 「態度 」 の 高ま りの 関

連 につ いて検討 す る とともに、そ のた めの具体 的 な教 師 の指導 の在 り方 にっい て 明 らか に

す る.

(2)本 年 度 は器械 運 動 とい う個人 的 な運動 につ いて研 究 を進 めて きたn今 後 は、集 団的 な

運動 で、技能 の習得や 人 とのか かわ りに視点 を当て、児 童一一人一 人 に基礎 的 ・基 本的 な内

容の定 着 を図 る学 習指 導の在 り方 を明 らかにす る。

(3)本 年 度 は高学年 にお ける 自己評価 活 動の在 り方 につ いて実 践研 究を行 った 。今後 は、低

学年 及 び 中学年 、 また 中学校 ・高等学校 を見通 した 自己評価活 動 の在 り方 や 自己評価 能力

を育成す る指 導の在 り方 につ いて研 究に取 り組 む 。
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